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はじめに

島根大学教育学部附属学校部長

小川 巌

本附属学校園では，幼小中一貫教育体制の完成を平成25年度に見据え，教育研究を行っ

てきました。一貫校としての教育目標は以下の通りです。

・新しい時代を切り拓き，社会に貢献しよう とする子ども （地域や社会への貢献）

・豊かな感性を育み，創造的に探求し続ける子ども（豊かで確かな学力）

－人とのかかわりを大切に し，共に伸びていく子ども（豊かな人間性と自己実現）

これら教育目標達成のための研究テーマ 「豊かな『社会生活」を創造する幼小中一貫教

育の追求」を，平成20年度に設定し，研究に取り組んできました。豊かな社会生活を創造

するためには，周りの人と共生・協働する（集団の）中・過程で，「思考力・判断力・表

現力」（確かな学力）また「社会力」（豊かな人間性）等を身につけ，自己実現していくこ

とが肝要と考えます。

これまで，「思考力・判断力・表現力」と「社会力」の育成に関して，一方は特に教科，

他方は領域・活動といった二元論的に検討してきましたが，「社会力」と「思考・判断力・

表現力」 は教育活動全体で育つという視点から，今年度においては新たな「8つの豊かな

社会生活を創造する資質や能力」を想定し，保育・授業構想や教師のはた らきかけのあり

方，子どもの変容のとらえ方（評価基準）について実践的研究をすすめました。なお，昨

年度と同様，今年度の研究テーマ（副題）構想や，保育・授業の設計にあたり， 17名の学

部教員が附属学校研究部の教員と協働しました。

また，研究4年目にあたる今年度は，これまでの研究 ・教育実践（学校枠を超えた合同

集会 ・活動や乗り入れ授業，教員の異校種体験，個々教員の授業構想 ・実践等）の全体的

成果を検討するために，幼児・児童・生徒の教育目標に関わる自己評価について調査しま

した。本学校園では，教育研究ブロ ックとして，初等前期 （幼から小 2），初等後期（小

3～小 5），中等部（小6から中3）を設定しています。教育研究ブロッ クごとに，研究

スタート時の平成20年度と23年度の子どもの自己評価結果の比較を行いました。

さらには，これまでの研究成果をふまえた「単元 ・題材配列表」（別冊）を作成しまし

た。保育や教科ごとに思考力・判断力・表現力等を育成する上で重要な内容を学年別に明

示，系列化することで，授業 ・単元構想の連続的 ・長期的展望が可能になるよ う試みまし

fこ。

本年度も，松江市 ・島根県の教育委員会 ・学校から，諸先生方においでいただき，ご指

導いただきま した。感謝申し上げます。附属学校園の使命である， モデノレ校としての役割，

種々の地域貢献・連携など，より一層確かなものにして行く所存でございます。皆様のご

支援とご協力を，今後ともよろしくお願い申し上げます。
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～基本的な考え～



保育・教科部会の取り組み



おわりに

本学校園の一貫教育研究は，これまで11年間の学びを見通して各附属校園共通の育てたい子

どもの姿をとらえたうえで，次のとおりテーマを掲げて歩んできました。

O＜一年次＞「子どもの学びをとらえる」 子どもの思いや願い

O＜二年次＞「子どもの学びをつなぐ」 個と個・個内・個と学びの対象

O＜三年次＞ 「子どもの学びをつむぐ」 ー より広くより深くより関連づけて

そして，＜四年次＞の本年度は，「子どもの学びを聞く」としました。「開く」には，「学び

合い」をとおして，「子どもたち一人ひとりの思考力・判断力・表現力をよりしっかりと育み，

自分なりによさを感じたり価値づけられるように」との願いが込められています。いうまでも

なく，一連の「とらえる」・「つなぐ」・「つむぐ」は，別個に存在するのではなく，それぞ

れが有機的に絡み合った学びを意味します。同じように「聞く」には，これまでのテーマをも

包含した子どもたちの学びを意図しながらも，それをさらに深めたいとの思いがあります。そ

して，そこには，子どもたち一人ひとりの持ち味・思いを生かし，個の学びの「よさ」に着目

しようとする強い意思を感じます。安易に教師から与えるのではなく，こうした子どもたち個々

人がもっ可能性としての学びの力を育もうとする教育活動を創ることにより，本学校園一貫教

育における実践的研究が，さらに進展することを期待しています。

このように，本学校園では，これまで「学び合い」に注視し，「豊かな『学び』をつくる子

どもの育成」を追究してきました。本学校園の「学び合い」は，決して子ども任せの「かかわ

り」・「学び」を求めるものではありません。むしろ，教師の積極的で適切なはたらきかけが

あるから，子どもたちの能動的な「学び合い」が成立すると考えます。そうしたことから，常々，

子どもたちとの真撃な「向かい合い」を大切にと呼びかけています。本研究紀要では，そうし

た子どもたちとの「向かい合い」を常に意識しながら，「子どもの学びを聞く」ことを問いつ

づけてきた実践的研究の一端が執筆されています。

本研究発表会の開催及び本研究紀要をまとめるにあたりましては，執筆いただいた共同研究

者の先生方はもとより，県・市の教育委員会関係等からの本研究発表会助言者の先生方に懇切

丁寧なご指導・ご助言をいただきました。心より厚くお礼申し上げます。

本附属学校園の一貫教育は，本格実施より 4年目を迎え，組織面では一定程度の確立と継続

的な運営の見通しをもつことができるようになりました。しかし，なおも課題が多く見出され

ており，さらに人的，物的環境の整備をすすめるとともに，内容・方法等の「質的充実」を図

る必要があると考えています。今後とも，本学校園の研究・実践に対しまして，諸先生方の温

かいご理解とご批正をいただきますようよろしくお願い申し上げます。

平成23年11月

学校園長 佐 々 有 生
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